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展示・展覧会とは？

• 「もの」をあつめて
• ある会場において
• ある期間を定めて
• 「もの」を並べて
• 一般の多くの人々に公開する会
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展示・展覧会とは？

• 書籍やウェブなどの情報とは異なる、（博物館
や美術館の）展示の独自性。

• 現在ここにある物理的な「もの」を介して、過去
（歴史・記憶）を現在進行形（いまここにある出
来事として）で提示できる。
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展示・展覧会とは？

• 「展示はコミュニケーションのメディアである」という理念
が1970年の大阪万博で注目される。

1. 「何を伝えたいのか？」（メッセージ：「もの」と「こと」の結びつ
き）

2. 「どこで行うのか？」（場所と「もの」の結びつき）

3. 「誰に見せたいのか？」（対象：「こと」と「ひと」の結びつき）

をプロデュースする、キュレーション＊する。

＊ある視点を設定して情報を収集しまとめること。収集し
た情報を分類し、つないで新しい価値を持たせて共有す
ること。
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• 調査・取材

• 立案・予算の調達
• 出品依頼
• 展示レイアウト作成

• 資料返却

• 会場構成

• ディスプレイ

• 資料展示

• 資料撤収

• 会場撤収

• 修復・マウント

• 資料（作品）撮影

• 資料借用

展覧会

• 図録作成

• 広報（印刷物・取材対応）

• 地域連携

• 教育普及活動

• 関連商品販売

• 記録評価

企画 資料

展示

教育普及

展覧会をつくる【全体図】

• 記録作成
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もの（作品・資料）

こと

「こと」と「もの」を結び付ける

こと（記憶・歴史・情報）

こと

こと こと

もの

こと こと

もの ものこと

こと

➡作品（資料）台帳・調書を作る
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■「こと」＝「もの」にまつわるさまざまな情報

• モノ自体の情報
• そのモノをめぐる同時代のコミュニケーション
Ø人とのかかわり

Ø場所（地域）とのかかわり

Øほかのものとのかかわり

➡「もの」とそれにまつわる「こと」や、それらの関係性か
ら新しい視点や価値を提案する。

「こと」と「もの」を結び付ける
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• 「法隆寺も平等院も焼けてしまって一向に困らぬ」
（坂口安吾「日本文化私観」1942年）

➡空虚なものを否定して「真実の生活」を創造と等しいと
位置付けた。

• 「法隆寺は焼けてけっこう」「自分が法隆寺になればよ
いのです」

（岡本太郎『日本の伝統』1956年）
➡芸術以外の領域・分野を含んだ「伝統」を徹底的に吟
味して新たな価値（伝統）を創造すべきという伝統観

「こと」と「もの」を結び付ける
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キャプションの例（山梨県立美術館「やまなしの美術館大全展」2009年）
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解説パネルの例（山梨県立美術館「やまなしの美術館大全展」2009年）


